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八王子市　おかむらみきお　の主張 
  
私が理想とする日本は、簡単に言いますと更なる「安全　安心　静かな暮らし」の実現です。 
しかし問題は、「強気に押せば、必ず言うとおりの政策を実施し、金も出す。」それが諸外国の日本に対する一般的な評価だ
と思います。 
とどのつまり、日本人同士にだけ通じる「人間同士、黙っていても理解してくれる」、「相手の意見だけを聞いて、誠意を見
せることが大事だ。」という間違った考えで外国人と接することが問題なのです。 
そして、日本第一党が掲げる各種政策を内外にしっかり発信し、実施すれば諸外国と対等に交渉することが可能なのです。参
考に政策などの一部をご紹介します。 
より詳しい説明などは、私のブログなどでお知らせしていきます。 
  
１安全 
　私達日本人を外敵からどうやって守るかということが中心となります。 
　 (1）天皇陛下を中心とする国家体制を守って行く。（国家の安定的運営） 
　 (2)　日本人自らの新憲法を制定する。（日本人のための憲法） 
　 (3)　日本国軍を保有し、日本人全員を国軍で守る。（経過措置として米軍との同盟堅持） 
 
２安心 
　これは私達日本人の生活向上のために税金や貿易で得た利益を遣おうということです。 
　日本は２６年連続世界一の債権国として、３６０兆円を超える債権があります。 
　これはもっと国民が豊かに暮らせる証です。 
　日本で暮らす外国人の生活を助けるのは、「国籍を有する国」です。断じて日本ではありません。 
　次の３点は直ぐに実施できる政策です。 
　(1)　外国人生活保護支給停止（2014年最高裁判決「外国人には生活保護費の受給権は無い。」） 
　(2)　掛け金を納めない外国人に支給されている「福祉手当金など」の廃止（年金の類は掛け金が必須。） 
　(3)　国費外国人留学制度の廃止外国人への福祉手当金廃止（日本の国立大学等に入学する外国人に割増金を徴収） 
　これらは必ず実施したいと考えています。 

３静かな暮らし 
　欧州で国家の存続も危ぶまれる状況にある移民の受け入れを中止し、外国人との諍い（いさかい）の無い社会の実現 
　(1)　国家戦略特区など、移民の受け入れ即時中止（日本人の失業者約１８０万人の雇用調整が第一） 
　(2)　経済財政諮問会議の一般外国人労働者受け入れ案の撤回（実施は日本人を少数民族に転落させる「亡国への道」）

信念の人です。熱く思いやりがあり人の悪口は聞いたことがないし悪く言う人もない。よく笑い誠
実さとお茶目さを併せ持つ、人間力の強い人です。間違ってないことに対してはとことん戦う。 
岡村みきおの存在に危機感を持つものは誰か？利権や悪政を続け住民の税金を好き勝手使い選挙の
ときだけデタラメをいう反社会勢力です。 
岡村みきおはこの広い八王子で一人孤独に頑張っていた。周りに迷惑をかけたくない気持ちがあっ
たからだ。それでも「ひとりにはさせない」と仲間が自発的にみきおをサポートする。 
三国志の劉備玄徳は「人徳」で英雄になったという。それを岡村に感じずにはいられない。彼が八
王子の悪政と対峙し住民の安寧のために働くのであれば、彼の人徳と信念がなければなし得ないだ
ろう。彼の街宣は中学生が背筋を伸ばして聞いている光景をよく目にする。そして最後には必ず拍
手をしてくれる。岡村みきおの政治の場での闘いを是非みてみたいものである。



 

調布市　あさくらしんのすけ　の主張 

 

・まずは調布市から！非正規労働者に正規雇用の道を！ 
労働者派遣法が改正され、非正規雇用は増加を辿る一途です。 
現在、全国で2,000万人以上の方が非正規労働者として働いています。安定した職の確保や昇給が
見込めない非正規労働者であるために、結婚へ踏み切れなかったり、出産をためらったりする
方々が多くいます。公立の保育園や市役所などにも市が雇用する非正規労働者の方々は多くいま
す。少子化解決のため、また保育や公共サービスの質の向上のためにも、まずは調布市から非正
規労働者に正規雇用の道を開き、みんなが安心して暮らせる豊かな社会を作ります。  
 
・調布市に児童相談所を設置します！ 
子どもは地域の宝です。しかし、調布市や近隣の市にも児童相談所はありません。虐待から子ど
もを守るために調布市に児童相談所を設置します。 

・日本人として誇りの持てる歴史教育を！ 
戦後70年以上にわたる自虐史観に基づく歴史教育から脱却し、父祖の名誉をいたずらに傷つけて
きた歴史教育を正して、公正公平な歴史観に基づく教育を子供たちに与えます。 

・調布市の公立小中学校の給食費無償化を！ 
育ち盛りの子供たちに安定して栄養バランスのとれた給食を提供するため、調布市の公立小中学
校の給食費無償化を目指します。 

朝倉しんのすけの、これまでの日本の政治に対する違和感の要因は、保守を語りながら緩や
かに日本を破壊している矛盾だらけの勝つためだけの政治です。なぜこんなに大きな政党で
あるにも関わらず、保守を語る割には日本の主権を回復できないのか。 
政治力とは現状の不条理に対する怒りの度合いであるのではないか。 
彼は頑張って得た立派な学歴があり、演説力には非凡なものがあり、大政党から出れば楽に
選挙を戦えるであろう。しかし朝倉しんのすけは、このジャパンファーストをスローガンと
する「日本第一党を」選んだ。 
だからこそ、この調布に日本人のための「新しい保守の風」を吹かせることができるのは、
朝倉しんのすけ以外にはいないと断言できる。 
彼の演説を聞いてみてください。



練馬区　おおむらこたろう　の主張 

１．日本第一主義に基づく外国人への社会福祉の見直し 
• 健全な社会福祉実現のため、生活保護（外国人への支給や不正受給）の見直しを行い、本当に困窮した方の支
給に限定した上で、既存の生活保護受給者の社会復帰を促すことを目指す。 
• 国民保険の適正運用（外国人の医療目的の利用を制限）及び、国外の扶養親族の不当申請による減税や、それ
に伴う保険料の適正化を目指す。 
２．子供を持っている家庭への育児支援 
• 母子（寡婦）や父子の方への支援（経済・育児など）及び子供のメンタルケアや教育へのフォローを行い、自
立した成人になるための最大限の援助を目指す。 
３．弱者を生み出さない教育支援策の実施 
• 不登校学生の自立型支援の拡充と支援学習施設の増設を目指す。 
４．子供ケアのための予算確保（児童福祉の充実化） 
• 23区の中で唯一、区独自の児童相談所が無い練馬区に、都に依存しない専門性の高い「児童福祉士の養成」と、
児童虐待対策への「専門機関の設立」を目指す。 
• 統計のごまかしによる待機児童の削減ではなく、保護者や児童の希望を最大限考慮したマッチングの実現を目
指す。 
５．学費（奨学金）負担の軽減による若者の未来への支援を実施 
• 区独自の就学援助や給与の補助制度を実現し、学生及び新卒などの若者への給付型奨学金や無利子での奨学金
返済への立替支援策の実現を目指す。 
• 保育士・介護士への養成費用援助、給料上乗せ手当、家賃補助、就職準備金の貸付によるバックアップ体制の
充実化を目指す。 
６．社会人への自立支援による練馬区の活性化 
• ビジネスをされる方への起業支援やスキルアップ支援として資金調達方法やスキルアップ講座、税制優遇や法
人設立への支援を行い、練馬発のイノベーションを創出して社会問題解決の促進を目指す。 
７．日本人としての矜持を取り戻す教育により日本の誇りを取り戻す 
• 先人が残した独立国家としての学問の再興により、古き良き日本教育（国史、国体論、修身、武道、地政学、
国際法、インテリジェンス等）の復活を目指す。 
８．社会インフラの充実化 
• 都営大江戸線の延伸による、大泉町・大泉学園町を通るJR武蔵野線東所沢駅へのインフラ拡張を目指す。 
• 練馬光が丘病院の設備インフラ老朽化における医療機能の拡充により、人口10万人あたりの一般・療養病床数
が23区内で最も少ない医療体制の改善を目指す。

やりたい、そして実現させたい政策が山のようにある大村小太郎。 
政策チラシにまとめるのため泣く泣く削りました。そのくらい今までの既存の議員が何もし
てこなかったということを如実に表している証拠です。 
しかしながらおおむらの一番にやりたいことは、練馬区の未来の発展のために育まなくては
ならない子供達の未来。その教育や生活を守ること。つまり小太郎は「チルドレンファース
ト」なのです。それを行うために、ブラジリアン充実で鍛え上げた精神で、さまざまな悪政
をなぎ倒していく。ちなみに彼の演説を聞くと分かりますが「経済」にも強い。これは政治
家としては武器です。 
子供達が住みやすいということは、その家族の生活の充実なしでは実現し得ないのだから。



新宿区　ほりきりささみ　の主張 
①生活保護は 日本人に限定します。　～日本国民最後のセーフティーネットを守ります～  
国民とは日本国民を指すものであると最高裁の判決が出ております。困窮する日本国民を助けるために作られた生活保護
費が受給資格の無い外国人へ、一時的な人道的処置として支給を続け年間１２００億円にも及んでいると言われておりま
す。不正受給を正して行くのは勿論ですが、本来支給する必要が全く無い外国人への生活保護費を即時停止し、膨れ上が
る生活保護費の削減と本来あるべき適正な運用を目指し、国民最後のセーフティーネットは本当に困っている日本人に限
定していきます。 
②国民健康保険の適正な運用 
日本人が日頃から保険料を支払って支え合い、いざ病気や怪我をした時には最先端医療を非常に安く誰でも受ける事が出
来る世界に冠たる医療保険制度が来日たった３か月の滞在を経た外国人にも支　給されております。日本国民がお互いを
を助け合う精神でお金を出し合ってその中から負担しているのが国民保健です。来日間もない外国人が健康保険料を少し
納めれば高額医療を受けられ、治療が終わればそのまま帰国を許してしまう。財務省の緊縮財政が続く中、いずれ国民皆
保険制度は崩壊してしまいます。云わばただ乗りを誘発してしまう国民健康保険を見直し適正な運用を図ります。 
③外国人留学生が学費無料っておかしくない？  ～返済不要な奨学金が給付されています～ 
借金である奨学金を借りながら大学等に通う日本人学生は約５０％を超え平均約３００万円の借金を十数年掛けて返済し
ております。学生を助ける筈の奨学金(借金)の負担はいつしか若い希望を打ち砕き、最悪の例として奨学金破産まで起き
ている現状が有ります。そして長期に借金を抱えるため結婚をためらい、少子化の遠因の要因であると指摘されていま
す。その一方で外国人留学生には、返済不要な奨学金が月額約5万円が給付されています。日本人学生が経済的負担から進
学を諦め、又、進学しても卒業と同時に多大なる借金をを背負ってスタートしなくてはならない状況を考えると奨学金制
度はバランスが悪いと言わざるを得ません。日本人学生が経済負担に悩む事なく学べる奨学金制度を作ります。 
④繁華街の害獣・害虫の駆逐　～小さなギャング集団から繁華街を守ろう～ 
繁華街から出たゴミを漁る害獣(ネズミ)害虫(ゴキブリ・ハエ)被害が多発し、害獣・害虫にとっては格好の餌場となって
おります。新宿の顔とも言うべき繁華街からﾞ小さなギャング集団゛を駆逐し、日本一賑わう繁華街から今度は、日本一衛
生的な街として、持つ働く人も、生活を営む人も、遊びに来る人も、誰にとっても楽しく安心できる繁華街作りを目指し
ます。 
⑤パチンコ店の規制強化　～ギャンブル依存症の８割はパチンコによるものです～ 
厚生労働省の発表によりますとギャンブル依存症と判断される方は全国で３２０万人以上、 その内８割がパチンコによる
ものと報告されております。警察・官僚の天下り先や政治家の利権構造と結び付きマスコミのスポンサーとなり批判を封
じ込め、多くの国民の生き血を吸い続け２０兆円産業まで成長したのがパチンコです。日本の腐敗が生み出した“脱法ギャ
ンブルパチンコ”の新規出店の規制、営業時間の短縮、換金システムの廃止を始め、最終的にはパチンコ店全廃を目指しま
す。 
⑥移民受け入れの即時中止　　 ～移民拡大は国の破壊に繋がる愚策～ 
今我が国では、外国人技能実習生、就労目的留学生など、事実上の外国人労働者受入れと規制緩和が加速し、日本は既に
世界第４位の移民受け入れ大国となっております。更に日本政府は少子化対策を理由に上げ安易に外国人労働者で補い今
迄就労が許されていなかった単純労働まで受け入れると2019年4月からの実施を発表しております。急速な受け入れに対応
する法整備も整っておらず、これ以上少子化による労働力不足を理由に挙げ安い労働力欲しさに移民を受け入れてしまっ
たら、既に移民受け入れを実施しているヨーロッパ以上の、治安悪化・国際テロリストの流入・雇用の奪い合い・自国の
伝統文化の破壊などが起こりうる可能性は極めて大きいです。ヨーロッパで大失敗している移民受け入れ政策に反対しま
す。

堀切笹美が立候補した理由の１つは、保守としての市民運動の第一線で戦ってきた者として
の責任感からです。 
政治を批判して声をあげても何にも変わらない、なら党首である桜井誠に続くものとして立
ち上がるのは自分でなければ。 
保守活動に携わる人なら、堀切という市民活動家の心意気がわかるはずです。 
堀切が当選した暁には、既存の利権ばかりの悪政を働く議員は、彼に近づこうとはしませ
ん。新宿区区議会に彼一人いれば悪政を働き私腹を肥やす政治家がいなくなるんです。 
闘える政治家が一人くらいいないと利権の温床のスパイラルは永遠に続きます。



国分寺市　おおきしんいち　の主張 
１・国分寺に警察署を誘致します 
3駅を抱え、学校も多く、北口開発も終わり繁華街化が進んでる国分寺市です。繁華街化が進むにつれ治安は悪化します。ただでさえ振り
込み詐欺や空き巣が多発してる環境です。また小金井市も同様に開発・繁華街化が進んでます。お互いに独立した治安力を設けなければ
ならない時代です。また国立にも警察署が無い(立川管轄)ので国立駅周辺にお住いの国分寺市民にとっても急務です。署を設ける事で国
分寺市内の警察力(警察官・パトカー・捜査部署)の密度を増やし未来の国分寺市に安心安全を担保します。 
２・青少年保護育成条例を強化します 
風営法4号営業パチンコ及び風営法5号営業ゲームセンターの営業時間を見直します。駅複合施設へのパチンコ出店を許容してしまってる
為、今では小学生が通学でパチンコ店の前を通らなければならない状況です。既存7店舗に対し、入店時の身分証明書の提示義務及び通
学時間帯(朝・夕)は看板を含めた店舗が児童に見えないように覆う義務を設けます。またパチンコ店の景品を買い取る古物商(TUCショッ
プ)にも法に基づく身分証の提示義務・台帳への記載を義務付けます。更にパチンコが行う三店方式を違法と定義し、今後の新規出店は
認めません。 
３・当たり前の愛国心を育みいじめ問題と戦います 
全ての市立学校で国旗掲揚・国歌斉唱を義務化し、自虐教育を撤廃させ祝日の日章旗掲揚を推奨します。こうして一つの揺るぎない指針
を教育することで連帯感を育成し『校内虐待（いじめ）』問題の撲滅を目指します。武道教育については近隣道場の協力を求め、空手・
柔道・剣道・相撲・拳法・合気道・なぎなた・弓道・銃剣道から可能な限りローテーション式にし子ども達に多くの『武道』に接しても
らう。さらに特別授業として小学校からの導入を目指します。日本の伝統文化である武道を通し礼儀作法も教育します。自転車マナーを
含めた道徳授業には親の立ち合い参観を勧め、家庭内での教育を再認識して頂けるように親御さんにも道徳を育んで頂きます。また、学
校給食の完全無償化を目指し『義務教育の場』という概念を徹底します。 
４・ブランド化し地域活性と財源を確保し続けます 
こくベジや日本酒等の既存名産PRの拡大と共に、環境省選定名水百選であるお鷹の道・真姿の池湧水のミネラルウォーター商品化を行
い、市内各所で販売できるよう働きかけます。ふるさと納税返礼品目を今より魅力のあるものにしていきます。日本に4か所しかない恋の
付く駅名「恋ヶ窪駅」をアピールした街づくりをします。隣接する府中北部や小平南部等の自治体住民との経由を狙った『ぶんバス』ルー
トを再編し、経済活性化をはかります。また国分寺市内で商売を営む自営業の発展を応援し国分寺地元産業を支えます。ネットを使った
PRスペースやYOUTUBE国分寺ぶんぶんチャンネルでの広報PRにより力をいれます。 
５・動物の殺処分・虐待・外来種投棄ゼロを目指します 
環境対策課とは別に動物愛護窓口と通報ホットラインを設ける事で、外来種の投棄・悪質な引き取り業を含めた全ての動物虐待者への監
視を強化していきます。野良猫→地域猫とする活動のみならず里親探しに積極参加し、飼い主に対しての責任も市報やSNSを使い訴え続
けます。野川から外来種を一掃する為の周知・活動を展開し、美しい景観の再生を目指します。また武蔵国分寺公園に専門の市職員を常
駐させた登録制のドッグラン設置します。 
６・法的にグレーな外国人への生活保護支給は停止いたします 
生活保護給付金は法律上日本国民にのみ給付されるべき最後のライフラインで、最高裁判決でもそう決定されてます。にも関わらず国内
で1200億円ものお金が未だに支払われてます。国分寺市も在日外国人等福祉給付金支給規則を撤廃し、法的に不要である歳出を遮断しま
す。その反面、今まで支給から漏れていた生活に窮する日本国籍市民に対しては平等に支給します。 
過去に受給されていた外国籍市民に対しては母国領事館への仲介窓口を設け、法令順守の原則をしっかり守る自治体にします。 
７・住みやすく遊べる豊かなベッドシティへ発展させます 
交通安全の向上と犯罪抑制の為、国分寺市在住でお車をお持ちの方を対象にドライブレコーダー導入の補助を致します。 
民間の協力も求め3駅周辺や市の観光スポットに無料公衆Wi-Fiスポットを増設します。また3駅中スモーキングエリアは国分寺駅北口に
しかありませんので、全ての駅口に室内型の物を設け「駅周辺全面禁煙」の整合性を保ちます。また危険な歩きスマホへの警鐘を周知し
ていき事故の被害を防止します。 
駅周辺への保育所の新規開園を全面サポートし通勤＆保育の利便をはかり、また市内在住で職を探されてる方には保育士・介護士の資格
取得を市でサポートします。空き家を活用した地域活性化事業には率先し介入して参ります。既存の市立施設を見直し、合併化(例えば図
書館と併設する託児所等)を検討し施設利用満足度の向上を図りつつトータルでの経費カットを目指します。

正義感が強く、リーダー気質でどんどん前に行くタイプを持ち合わせる大木しんいち。 
これは政治をする上で最も重要な資質のひとつです。 
彼が悪党でなくてほんとよかった。笑 
いつも子供を持つ親目線で地域を見つめる。住民の皆さんとのコミュニケーションは相当と
ると思われます。なぜなら人との壁を作らず紳士的に相手の話を聞く。そのオープンな態度
には毎回感心させられます。 
政治を目指したのは家族や国分寺を住みやすくしたい。そして左傾化した日本の主権を取り
戻したいからであり、議員になった翌日には公約のためのアクションを起こすでしょう。



初めはそっぽも向かれず、そのうち自国の主権回復を望
み移民反対を掲げる主張に対し、差別主義者と言われ、
妨害などで言論を弾圧されるようになり、苦悩の日々が
続いたフランスの政党がありました。 
それでも目的を失わずに信じつづけた党員が頑張り続
け、10年の時を経てフランスの第四党まで登りつめた。 
そんな政党があります。 

党員のみなさん 
あなたの「日本第一党」で日本を変えるんだという思い
はまだ残ってますか？ 

有権者のみなさん 
（桜井誠の都知事選時ニコファーレ出演時の演説より） 
選挙というのは勝ち取ってきたものなんですよ。選挙権
を勝ち取る為にどれほどの人が血を流しね、命を賭けて
民主主義を勝ち取ってきたかという事なんです。その重
みを考えて欲しいと思います。その重みを考えればね、
選挙権を放棄するなんてありえないんです。 

あまちゃん一派


